
ページ 行 誤 正 備考

P10 上から4行目 事業体に最も関係するの経営者、・・・ 事業体に最も関係する経営者、・・・

P14 下から2行目 （カスケード）、定義します。 （カスケード）し、定義します。

P19 下から8行目 ム務設計はこの要件をに対応することになる。 ム務設計はこの要件に対応することになる。

P25 上から1行目 第3章のERMで詳述する。
第2章のデザインファクター３：リスクプロファイルで
詳述する。

P26 上から10行目 この目標は、ガバナンスシステムを構築・・・ この目標は、ガバナンスシステムの構築・・・

P32 上から7行目 事業体戦略の・・・ この目標は、事業体戦略の・・・

P34 下から12行目 この目標は、事業体と整合目標・・・ この目標は、事業体の整合目標・・・

P35 下から5行目 「重事業体が・・・ 「重要な事業体が・・・

P55 下から2行目
（CMM: Capability Maturity Model）を開発しま
し、・・・

（CMM: Capability Maturity Model）を開発し、・・・

P58 下から13行目 COBIT2019ではプロセス活動に対するの・・・ COBIT2019ではプロセス活動に対する・・・

P87 下から5行目 ・・・（図表3-37） ・・・（図表２-37）

P117 下から5行目 る。初期範囲設定殿バランス・・・ る。初期範囲設定とのバランス・・・

P119 上から8行目
図表３－６ DF1：事業体戦略ーガバナンと・マネジ
メント目標重要度計算結果

図表３－６ DF1：事業体戦略ーガバナンスとマネジ
メント目標重要度計算結果

P121 下から1行目 点がレベルの4点である。（図表3-7９ 点がレベルの4点である。（図表3-7）
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P147 図表4-14の下の
文章2行目

インプットは第1フェーズの佑を・・・ インプットは第1フェーズのタスクを・・・

P153 付録Ｂ4の図表
Ａ.2の表題

図表A.2-事業体の達成目標整合目標－とのマッピ
ング

図表A.2-事業体の達成目標－整合目標とのマッピ
ング

P154 付録Ｃ：マッピング
テーブルの図表A３表題
の次行

ＥＧ０１、ＥＧ０２、・・・・ＥＧ１３ ＡＧ０１、ＡＧ０２、・・・・ＡＧ１３
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